
No.142 　令和 5 年 9 月 1 日発行　議会だより美里  ５
学校訪問では、４校共にタブレットによる ICT（情報の収集・処理・
伝達）を駆使していました。加速する情報社会の中で創造力と未来
を担う力を育てるための色々な工夫がみられました。
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学
校
訪
問  

11
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火
　
於
　
町
内
小
中
学
校

児
玉
郡
町
議
会
議
員
前
期
研
修
会  

28
７

金
　
於
　
上
里
町

と
ズ
ボ
ン
が
自
由
に
選
べ
、
先
生
方
の

努
力
の
お
か
げ
で
時
代
に
即
し
た
対
応

が
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
ま
た
、
中
学
校
で
給
食
を
試
食

し
た
際
に
、「
給
食
の
食
材
に
は
美
里

町
産
の
野
菜
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
栄
養
教
諭
か
ら
お
話
が
あ
り
、

美
味
し
い
給
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
東
児
玉
小
で
は
、「
友
だ
ち
ア
ン
ケ
ー

ト（
い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
毎
月
行
っ

て
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
積
極
的

に
児
童
た
ち
の
小
さ
な
声
を
聞
い
て
い

る
」
と
説
明
を
受
け
、
心
理
的
安
全
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ホ
ッ
と
し

ま
し
た
。

ス
バ
イ
ア
ス
、
善
意
的
差
別
）
で
、
性

別
に
対
す
る
固
定
観
念
や
役
割
分
担
意

識
に
基
づ
い
た
嫌
が
ら
せ
・
差
別
の
こ

と
で
あ
る
と
お
話
が
あ
り
、
発
言
に
は

細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
の
他
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
、
セ

ク
ハ
ラ（
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）

の
定
義
に
つ
い
て
も
ご
説
明
い
た
だ

き
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
機
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
勉
強
し
、
議

員
活
動
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
文
教
民
生
経
済
常
任
委
員
会
の
委
員

５
名
は
、
松
久
小・
大
沢
小・
美
里
中・

東
児
玉
小
の
順
番
で
各
学
校
を
訪
問

し
、
学
校
生
活
で
の
安
全
面
が
ど
の
よ

う
に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か
を
中
心
に

視
察
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
問
し
た
松
久
小
で
は
、
生

徒
た
ち
が
熱
中
症
の
危
険
度「
暑
さ
指

数
」
を
計
測
す
る
W
B
G
T（
湿
度
・

輻
射
・
気
温
）
の
計
器
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
日
は
気
温
が
危
険

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
屋
外
で
の
体
育
の
授

業
は
中
止
に
。
各
教
室
に
は
温
度
計
・

湿
度
計・
二
酸
化
炭
素
計
が
設
置
さ
れ
、

換
気
を
行
い
な
が
ら
エ
ア
コ
ン
を
運
転

す
る
方
法
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
が
図
ら
れ
て
お
り
、
科
学
的
に
児

童
の
命
と
安
全
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
大
沢
小
で
は
、
玄

関
に
A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
看
板
が
あ
り
ま
し
た
が
、
A
E
D
本

体
が
無
い
こ
と
に
気
付
き
先
生
に
尋
ね

た
と
こ
ろ
、「
プ
ー
ル
の
授
業
中
で
あ

り
、
万
が
一
に
備
え
て
1
秒
で
も
早
く

A
E
D
が
使
え
る
よ
う
プ
ー
ル
サ
イ
ド

に
持
ち
込
ん
で
い
る
」
と
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
こ
の
対
応
は
、
各
小
中
学
校

に
共
通
す
る
そ
う
で
す
。

　

美
里
中
で
は
、「
L
G
B
T
Q
」
へ

の
配
慮
か
ら
、
女
子
生
徒
は
ス
カ
ー
ト

　
令
和
５
年
度
児
玉
郡
町
議
会
議
員
前

期
研
修
会
が
上
里
町
役
場
で
開
催
さ

れ
、
講
師
と
し
て（
一
社
）
公
務
員
研

修
協
会
代
表
理
事 

高
嶋 

直
人 

氏 

を
迎

え「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
と
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
」
と
題
し
、
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
議
員
に
求
め
ら
れ
る
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
し
て
、
憲
法
第
15

条
で
規
定
し
て
い
る
公
務
員
に
は
議
員

（
地
方
議
会
議
員
は
特
別
職
の
地
方
公

務
員
）
も
含
ま
れ
て
お
り
、
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
自
覚
あ
る
言
動
が
求
め
ら

れ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
パ
ワ
ハ
ラ（
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
）
の
基
本
知
識
や
定
義
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
パ
ワ
ハ
ラ
と
は

１
０
０
％
日
本
語
で
あ
り
、
日
本
の
雇

用
慣
行
に
深
く
根
ざ
し
た
問
題
で
、
人

権
を
侵
害
し
て
能
力
を
発
揮
す
る
障
害

と
な
り
、
個
人
と
組
織
の
双
方
に
甚
大

な
被
害
を
与
え
る
愚
行
で
、″
心
理
的

安
全
性
〟
こ
そ
が
成
果
に
つ
な
が
る
と

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

組
織
な
ど
で
の
地
位
や
人
間
関
係
な
ど

の
優
位
性
を
利
用
し
て
他
者
に
精
神
的

又
は
身
体
的
苦
痛
を
与
え
る
言
動
で

す
。

　
ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

と
は
、無
意
識
の
偏
見（
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

児童生徒の安全面を確認
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